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お 客 様 各 位

前日比 1ヶ月前比

BRL / JPY Spot JPY 42,35 42,34 -0,01 44,76 -2,42

USD / BRL Spot BRL 2,2846 2,2718 -0,0128 2,2601 +0,0117

USD / JPY Spot JPY 96,67 96,21 -0,46 101,15 -4,94

Bovespa（ブラジル株価指数） Index 48.929 49.875 +946 45.076 +4.799

CDS Brazil 5yrs（ｸﾚｼﾞｯﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄｽﾜｯﾌﾟ）bps 188,0 184,6 -3,4 198,6 -14,0

Brazil 5yrs Gov. Bond % 11,00 10,91 -0,09 11,04 -0,13

DI Future Apr14（金利先物） % 9,08 9,06 -0,02 8,95 +0,11

3 Months US Dollar Libor % 0,265 0,265 +0,000 0,269 -0,004

CRB Index（国際商品指数） Index 283,5 285,4 +1,9 283,6 +1,8

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。
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先週金曜日のドルレアルスポット相場は連日に亘るレアル買い介入や良好な中国指標などによりレアル
続伸となる展開でした。朝方は中国の鉱工業生産が予想を上回ったことを好感し、前日比レアル高の
２．２８近辺で始まりました。その後、２．２７台後半へレアルじり高推移となっていた時に中銀によるレアル
買い介入が実施されたためレアル続伸となり、一時２．２６台後半での取引となりました。午後は週末を
控えて２．２７を挟んだもみ合いとなった後、結局２．２７台前半で引けています。

中銀は連日でレアル高局面においてレアル押し上げ介入を行ってきました。従来行っていたレアル安
局面におけるレアル安抑制ではない介入を意図的に行うことによって市場へシグナルを送っているように
見えます。市場が警戒感を高めれば短期的なポジション調整によるレアル高の可能性もあるでしょう。

今朝発表された週次サーベイでは今年末の成長率見通しが２．２４％から２．２１％へと前週に続いて
引き下げられた一方、同インフレ見通しは５．７５％から５．７４％へ若干引き下げられ、同政策金利見通し
は９．２５％のまま据え置かれました。成長率見通しはじりじりと低下を続けており、市場の悲観的な見方が
根強いことを表しています。
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